


皇學館論叢 第３５巻第１号

平 成 １４ 年 ２ 月 １０ 日

個人 レベルにおける史料の

デジタル化に関する一試論 （上）

一 音声史料のデジタル化技法 一

伊 藤 信 哉

□ 要 旨

近 年 に お ける、 パ ソ コ ン の 性 能 向上 とイ ンタ ー ネ ッ トの 普及 は、 歴 史 研 究 に も 大

き な 影 響 を 及 ぼ し つ つ あ る。 多く の研 究 者 に とっ て、 文 献 の所 在 をイ ン タ ー ネ ッ ト

経 由 で 確 認 し た り、 論 文 の 原 稿 を パ ソ コ ン で 執 筆 し た り す る の は、 と く に 珍
しい こ

と で は なく な っ て い る。 し か し、 個々 の研 究 者 が 入 手 し た 音 声 史 料 や 写 真 史 料 を、

コ ン ピ ュ ー タ で 操 作 で き る よう に デ ジ タ ル 化 し、 他 の研 究 者 と 共 有 す る 技 法 に つ い

て は、 い ま だ 未 開 拓 の 部 分 が 大 き く、 基礎 的 な マ ニ ュ ア ル す ら 存 在 し な い の が 現 状

で あ る。 そ こ で 本 稿 で は、 筆 者 が こ れ ま で 摸 索 し て き た、 こ れ ら の 史 料 を デ ジ タ ル

化 し活 用 す る 技 法 に つ い て 紹 介 し、 新 技 法 の 導 入 に よっ て い か なる 効 果 が 期 待 さ れ

る か、 ま た 予 想 さ れ る 法 律 上 ・ 技 術 上 の 問 題 と し て ど の よう な も の が あ る か、 そ れ

ぞ れ 概 観 す る こ と に す る。 今 回 は ま ず、 音 声 史 料 （イ ン タ ビ ュー の 録 音 記 録） を、

パ ソ コ ン を 使 っ て Ｃ Ｄ 化 す る 技 法 に つ い て、 と り あ げ る こ と に し た い。

ロ キ ー ワ ー ド

パ ソ コ ン デ ジタ ル 化 イ ン タ ビュ ー 音 声 史 料 方 法 論
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個 人 レベ ル にお ける 史料 の デ ジタ ル 化 に 関 す る 一 試 論 （上） （伊 藤）

は じ め に

パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ （パ ソ コ ン） の 性 能 は、 こ こ 数 年 の 間 に 飛 躍 的 に

向上 した。 一方でその価格は、 性能に反比例するかのように下落 した。 このこ

と は、 われわ れの日常生活 ばかりでなく、 研究活動にも大きな影響を及 ぼしつ

つある。 多くの研究者にとって、 いまや論文をパソコンで執筆するのは当然の

こ と で あ る し、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 経 由 し て 図 書 館 の 蔵 書 を 調 べ た り、 ま た、 入

手した 文献を データベースソフ トを使って整理 したりすることも、 それほ ど珍

しい ζとではなくなりつつある。

一方
、
このような研究環境の変化は、 資史料の利用方法にも大きな変化をも

たら している。 社会科学の分野でいうならば、 現在、 わが国で施行されている

法令については、 総務省がインターネット上に開設しているサイトで調べるこ

と ができる し、 国会の会議録も、１９４７年の第１回国会以降のすべての議事録を、

国 立 国 会 図 書 館 の ウ ェ ブ ・ ペ ー ジ で 閲 覧 す る こ と が で き る（１）。 ま た、 政 府 が 発

表する諸々の統計も、 ネットで最新の情報を入手できる
（２）
。 歴史的 な資 史料 に

関 しても、 たとえば国立国会図書館や京都大学附属 図書館が、 所蔵する貴重書

（貴重文献） を画像と して 公開するな ど（３）、 さま ざま な取 組み がは じめ ら れて

いる。 われわれは、 それらを活用 しながら、 以前よりも効率的に、 研究を進め

ら れ る よ う に な っ て い る の で あ る。

しかしその一方で、 研究者が日常的に取り 扱う 資史料の多く は、
このよう な

デジタル化がなされておらず、 しかも将来にお いて も、 公的機関によって デジ

タル化される可能性が非常に小さいもの である。 たとえ ば、 筆者は現在、 米 田

實 と い う 人 物 の 研 究 を 行 っ て い る（４）。 し か し、 彼 の 遺 族 に 対 す る イ ン タ ビ ュ ー

の記録や・ 彼が生前 に受取った言翰類、 また米田家に遺さ れている写真な どを、

公的な機関がヂジタ ル化すること はほとん ど考えられない。 なぜなら、 米田實

が当時の社 会で果した役割な ど
、 今日ではほ ぼ完全に忘れ去られているからで

あ る。

しかし、 こ れらの資史料が、 将来においても完全に無価値であり、 デジタル

化 して 公開する意義もまったくない、 と断言することはできない。 今のところ
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はその価値が判 断できなくとも、 それらを外部に公開 して他の研究者の参考に

供することによって、 新たな視角から 「再発見」 される可能性もあるからであ

る。 また後述するように、 資史料をデジタル化し一般に公開することは、 まっ

たく新 しい研究上の可能性をも、 切り拓く ものである。

とはいうものの、 予算や人員 の制約から、 公的な機関がこれらの 「無名の」

人物や事件の、 資史料のデジタル化に取組む余裕はないであろう。 このよう な

現状では、 それらの資史料については、 各研 究者が個 人レベルでデジタル化し、

一般に公開するほかない。 この種の作業 はこれま で、 個 人で行う には技術的・

資金的にきわめて困難である か、 まっ たく不可 能とさ れてきた。 しかし、
上述

したよう な環境の変化や、 コン
ピュー
ニタ機 器の高機能化・低価格化 によっ て、

今では容易 に実行可能なものと なりつつある。

これらの作業は、
ここ数年間で急速 に進歩 した技術に依存する だけに、 体系

的な技法が整備されている わけでも なく、 ま
とまったマニュア ルが存在する わ

けでもない。 そこで本稿では、 筆者 がこ れまで試行錯誤 しな がら作り上 げて き

た手法を紹介し、 同
様の問題に関心 を持つ方々の参考に供すること にした い。

１ 音声史料の デジタル化

１ 従来の技法

最初に取り上げるのは、 イ ンタ ビュー・テー プな どの 「音声史料」 の デジタ

ル化である。 近現代史を研 究の対象とするとき、 関係者へのインタ
ビュー が不

可欠である場合が少く ない。 そ して、 イ ンタ
ビューを録音 したテープは、 研 究

の 基 礎 資 料 と し て、 さ ま ざ ま な 形 で 活 用 さ れ る
（５）
。

イ ンタビュー を通じて知り得た事実を、 論文で紹介する 際に
は
、
たとえ ば註

記において 「米田直樹・悦子夫妻の伊藤への 談話 （１９９８年６月 ３ 日）」 と いう

具 合 に 言 及 す る の が 普 通 で あ る（６）。 そ し て 証 拠 と な る イ ン タ ビ ュ ー ・ テ ー プ は、

取材者が個人的に保管する か、 取
材者 が所属する組織 によって 保存される 場合

が 多 い。
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個 人 レ ベ ル にお ける 史料 の デ ジタ ル 化 に 関 す る 一 試 論 （上） （伊 藤）

２ 新しい技法の概要

これに対し、 最近のオーディオ 機器やコ ン
ピュータ機 器の、 高 性

能化と低価

格化によって、 つぎのよう な技法が可能となりつつある。 詳しい説明は次項 に

譲 り、 こ こ で は 概 要 の み を 述 べ る。

（１）使用する機材

新 しい技法では、 イ ンタ
ビューの録音 にＭＤプレー ヤーを使い、 ま た録音

デ ー タ を 処 理 す る の に パ ソ コ ン や Ｃ Ｄ － Ｒ ラ イ タ ー を 利 用 す る（７）。

（２）インタ ビューの録音

インタビューの録音には、
カセットテー プではなくミ ニディスク （ＭＤ）

を使用する （図表１－１）。 ＭＤは、 光磁気 ディ スク に音 声 を記 録する も の

で、１９９１年に規格が発表され、 翌年商品化された。 カ セットテープとは異り

デジタル方式で録音するため、 音質の劣 化を抑制 する ことができ、 また再生

を繰返 しても、 テープ
が機械に絡まった りする 心 配が ない な どの長 所が あ

る （８）
。

（３）コン ピュータへの転送

インタビューのあと、 ＭＤに録音された音声 を、 光ケーブル （またはオー

デ ィ オ ケ ー ブ ル）（９） を 使 っ て パ ソ コ ン に 転 送 す る （図 表 １－２）。 転 送 さ れ た

データ （ファイル） は、 トラック 分割 （後述） などの処理を施したう えで、

ハー ドディ スク ドライ ブ （ＨＤＤ） に保存 する。

（４）ＣＤ－Ｒへの書込み

さ ら に、 Ｈ Ｄ Ｄ に 保 存 し た 音 声 デ ー タ を、 Ｃ Ｄ － Ｒ ラ イ タ ー を 使 用 し て

Ｃ Ｄ － Ｒ メ デ ィ ア に 書 込 む （図 表 １・３）。 こ の 作 業 は、 Ｈ Ｄ Ｄ の 破 損 な ど に

よるデータの喪失に備えるためのもの である が、 将来的に、 データを 外部に

提供することを視野に入れた処置でもある。 ＣＤ－Ｒに書込んで保管 してお

く こ と で、 音 声 デ ー タ は、 品 質 を 劣 化 さ せ る こ と な く、 容 易 に 複 製 で き る よ

うになるからである。
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出 謡冒
目

① マ イ ク

② Ｍ Ｄ プ レー ヤ ー

（図 表 １・１）

② ④

③ 光 ケ ー ブ ル／ オ ー ディ オ ケ ー ブ ル

④ パ ソ コ ン

（図 表１－２）

④

國
⑤

⑤ Ｃ Ｄ － Ｒ ラ イ タ ー

（図 表 １－３）

３ ケ ー ス ・ ス タ デ ィ

以上が新 しい技法の概説である。 その効用や問題点は、 次項以下で詳しく検

討することに して、 本項ではこの技法について、 実際に筆者が試みたケースを

と り あ げ て、 よ り 具 体 的 に 説 明 す る こ と に し た い
（１０）
。

（１）使用する機材

筆者が使用 した機材とソフトウェアは、 下記の通りである。
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個 人 レ ベ ル に お け る 史 料 の デ ジ タ ル 化 に 関 す る 一 試 論 （上） （伊 藤）

◇マイク …クリ エイ ティ ブ ＭＣ１０００／Ｊ

◇ 取 材 用 Ｍ Ｄ プ レ ー ヤ ー … ケ ン ウ ッ ド Ｄ Ｍ Ｃ－Ｊ７Ｒ

◇再生用 ＭＤプレー ヤー … カ シオ ＭＤＨ－１０

◇パソコン … 自作機 （筆 者が部品を購入 して組立てたもの）

主な仕様は

ＣＰＵ：Ａ Ｍ Ｄ Ａｔｈｌｏｎ ９００Ｍ Ｈｚ、 ＳＤＲＡ Ｍ：５１２Ｍ Ｂ、 ＨＤＤ：２０ＧＢ。

Ｏ Ｓ は
、 マ イ ク ロ ソ フ ト Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００ Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａ１で あ る。

◇ ベ ソ コ ン 用 オ ー デ イ オ デ バ イ ス … ロ ー ラ ン ド ＵＡ－３０

◇ Ｃ Ｄ － Ｒ ラ イ タ ー・ … 松 下 電 器 ＬＫ－ＲＢ７５０３Ｂ

◇ ソ フ ト ウ ェ ア … ア プ リ ッ ク ス ＷｉｎＣＤＲ ６．０

０ｓａｍ ｕ Ｋｕｒａｉ氏 作 Ｗ ａｖｅＺ Ｖｅｒ．
１
．７０ β

（２）イ ンタ ビューの録音

イ ンタ ビューは、 米田實の御遺族に対 して筆者がおこなったもので、１９９８年

１０月２９日に、 東京都東久留米市にある米田家において行われた。 上記の機材の

うち、 筆者が持参 したのは、 取材用ＭＤ プレーヤーとマイクのみである。 録音

時間は２時間２６分 （１４６分） で、７４分用のＭＤメ ディア２ 枚に記 録された。

（３）コン ピュータへの転送

機材の都合上、 ＭＤからコンピュータに音声データを転送するためには、 や

や複雑な手順を踏む必要があった （図表１－４参照）。

① ま ず、 Ｍ Ｄ か ら の 出 力 で あ る が、 筆 者 の 取 材 用 Ｍ Ｄ プ レ ー ヤ ー に は、 光

出力端子が付いておらず、 データをデジタ ル方式 で出力すること ができ

ない。 そこで録音したＭＤメ ディ アを、 光出力端子を持つ別のＭＤプレー

ヤ ー に 移 し、 そ こ で 再 生 す る こ と に す る （図 表 １－４ の Ａ 部 分）。

② つ ぎに、 図表のＢ 部分に示すように、 ＭＤ プレーヤーの光出力端子と、

パ ソコ ン用オー ディオ デバイスの光入力端子を接続 し、 データを転送す

る。 な お 筆 者 の パ ソ コ ン に は、 光 入 力 端 子 が 付 い て い な い た め、 Ｕ Ａ －

３０のような専用の機器を介することになるが
、 光入力端子を持つパソコ

ンであれ ば、 そのままＭＤ プレーヤーとパソコンを直結すればよい。 ま
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①取 材 用 Ｍ Ｄ プ レー ヤ ー・

② 録 音 済 み Ｍ Ｄ メ デ ィ ア

③ 再 生 用 Ｍ Ｄ プ レー ヤ ー

④光ケーブル

⑤ パ ソ コ ン 用 オ ー デ イ オ デ バ イ ス

⑥ Ｕ Ｓ Ｂ ケ ー ブル

⑦ パ ソ コ ン

⑧ Ｃ Ｄ － Ｒ ラ イ タ ー

⑨ 完 成 し た Ｃ Ｄ一・Ｒ

ａ 光 出 力 端 子

ｂ 光入力端子

（図 表 １－４）

た転送に際 して、 デ
ータを送出する側 （ＭＤプレーヤー） は、 そのまま

ＭＤを再生すれ ばよいのだが、 デ
ータを受け取る側 （パ ソコン） には、

特 別 な ソ フ ト ウ ェ ア が 必 要 で あ る（ｌｌ）。

③ パソコ ンに転送された音声データ （ファイ ル） に適当 な名 前 をつ け、

ＷＡＶＥ形式でハー ドディス クに保存する。 筆者の場合、
２ 本の ＭＤメ

ディアから、 それぞれ音声デ
ータを転送したところ、 作

成さ れたファイ

ル の サ イ ズ は、 ２ 本 あ わ せ て お よ そ１．４４Ｇ Ｂ と な っ た。 こ れ ら ２ つ の フ ァ

イルには、 それぞれ半角 文字で 「ＭＡＩＤＡ１．ＷＡＶ」「ＭＡＩＤＡ２．ＷＡＶ」

という名前をつけ、 ハー ドディスク に保存 した。

④ さ ら に こ の フ ァ イ ル を、 複 数 の
「ト ラ ッ ク」 に 分 割 す る。 パ ソ コ ン に 転

送された音声データは、 そのまま ではＭＤ１本分のデータ が、
まる ごと

１ トラック （音楽に讐 えると１曲分） となっている （図 表１－５ のＡ の

状態）。 そのため、 たとえ ば 「冒頭から４８分前後の とこ ろで なさ れ た証

言を聴き直したい」 と思っても、 冒頭から
「早送り」 をして該当の箇所

を探さねばならず、
大変に不便である。 そこで、 あらかじめ７４分のデー

タを５分 ごとに区切り、１５トラックに分割するこ とに する （図表 １－５

のＢの状態）。 これを音楽 に讐えるなら ば、 切 れ目な しの
「ひと つ なが

り」 の曲を、１５の楽章に分割するよう なものである。 これに
よって 「冒

一８一
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頭 から４８分目の場所」 を聞く には、 第１０トラック（４５分目から５０分目 の

部分）だけを再生すれ ばよくなる。 なお、 トラックの 分割 にも、 専用 の

ソ フ ト ウ ェ ア が 必 要 で あ る（１２）。

（図 表 １－５）

⑤ 分割さ れた１５の音声 トラック （ファイ ル） に、 そ れぞ れ適 当な名 前 を

付 け 直 し た う え で、 あ ら た め て Ｈ Ｄ Ｄ に 保 存 す る。 筆 者 は、 Ｍ ＡＩＤＡ １．

ＷＡＶを分割 した１５個のファイルには 「ＭＡＩＤＡ１
＿
０１．ＷＡＶ」 から 「Ｍ

ＡＩＤＡ１」５．Ｗ ＡＶ」 ま で の 名 前 を、 Ｍ ＡＩＤＡ ２．Ｗ ＡＶ を 分 割 し た フ ァ イ

ルには 「ＭＡＩＤＡ２
＿
０１．ＷＡＶ」 から 「ＭＡＩＤＡ２」５．ＷＡＶ」 ま での 名前

を、 そ れ ぞ れ 付 け た う え で、 Ｈ Ｄ Ｄ に 保 存 し た。

（４）ＣＤ－Ｒへの書 込み

最後の工 程は、 作成さ れた合計３０のファイルを、 ＣＤ－Ｒに書込む作業であ

る。 こ の 作 業 に は Ｃ Ｄ － Ｒ ラ イ タ ー と、 書 込 み 用 の ソ フ ト ウ ェ ア
（１３） が 必 要 で

あ る。 具 体 的 に は、
パ ソ コ ン に Ｃ Ｄ － Ｒ ラ イ タ ー を 接 続 し （ 図 表 １－４ の Ｃ 部

分）（１４）、 ソ フ ト ウ ェ ア を 使 っ て Ｃ Ｄ － Ｒ メ デ ィ ア に 書 込 む こ と に な る。

実 際 の 作 業 に 入 る 前 に、 ま ず、 オ
ー デ ィ オ Ｃ Ｄ （Ｃ Ｄ － Ｄ Ａ 形 式） を 作 る か、

それともデータＣＤ （ＩＳＯ９６６０形式） を作るかを選択する。

前者の場合、 できあがったＣＤは、 ふつうの音楽用ＣＤプレーヤーで再生で

きる。 しかし、 １枚のメディアに、 最高でも８０分しか録音できないという 短所

が あ る。 後 者 の 場 合、 音 声 の 再 生 に パ ソ コ ン が 必 要 と な る が（１５）、 工 夫 し だ い で

前 者 の１０倍 以 上 の 時 間 を、 １ 枚 の Ｃ Ｄ に 録 音 す る こ と が 可 能 で あ る（１６）。

①オー ディオＣＤとして作成する場合

ま ず・ データの書 込み用 に、 もとのＭＤと 同じ枚 数 （今回 は２枚） のＣＤ一
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Ｒ メ デ ィ ア を 用 意 す る（１７）。

次 に、 パ ソ コ ン 上 で 書 込 み 用 の ソ フ ト ウ ェ ア を 起 動 し、 メ ニ ュ ー か ら 「オ ー

デ ィ オ Ｃ Ｄ の 作 成」 を 選 択 す る。 あ と は、 １ 枚 目 の Ｃ Ｄ － Ｒ メ デ ィ ア に、 Ｍ Ａ

ＩＤＡ１
＿
０１．Ｗ ＡＶ か ら Ｍ ＡＩＤＡ１＿

１５．Ｗ ＡＶま で の１５個 の フ ァ イ ル を、 ト ラ ッ ク 間

に無音 部分を作らないよう に設定し（１８）、 順番を間違えないように注意 しな が ら

書 込むだけである。 ２枚目のメ ディ アにも、 同様の手順でＭＡＩＤＡ２ ０１．ＷＡＶ

以下のファイ ルを書込んでゆく。 ちなみに筆者の作業環境で、 １５個のファイル

を１枚のＣＤ －Ｒに書込むの に要 した時間は、 およそ１０分間であった。

② データＣＤと して作成する場合

こちらの方式 を選択 した場合、 ＷＡＶＥ形式のデータを直接ＣＤ－Ｒに書込

む こ と も で き る が、 そ う す る こ
と に ほ と ん ど メ リ ッ ト は な い。 Ｉ Ｓ Ｏ ９ ６ ６ ０

形式でＣＤ－Ｒ を作成するのであれ ば、 ファイル
をＷＡＶＥ形式から、 ＭＰ３

形式 かＷＭＡ形式 に変換するべきである。 なぜなら、 形式を変えることで、 １

枚のＣＤに１０時間 以 上の デー タを 書 込む こと がで きる よう に なる か らで あ

る （１９）。

フ ァ イ ル を 変 換 し た あ と の 手 順 は、 オ
ー デ ィ オ Ｃ Ｄ の 場 合 と さ ほ ど変 ら な い。

すなわち、 書 込み用のソフ トを起動 して、 メ ニューから 「データＣＤの作成」

を選択 し、 ファイ ルの順序を間違えないように書込んでゆけばよい。

③ＣＤエクス トラと して作成する場合

なお、 もう１つ別 の方式と して、 ＣＤエクストラ （エンハンス ドＣＤ） とい

うもの がある。 これは、 オー ディオＣＤとデータＣＤを１枚のＣＤの中で合体

させたも ので、 音声 データの後にパソコン用のデータが書込まれる。 このＣＤ

は
、 音 楽 用

プ レ ー ヤ ー で は 通 常 の オ ー デ ィ オ Ｃ Ｄ と し て 再 生 さ れ、 パ ソ コ ン の

Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ドラ イ ブ に 入 れ る と デ ー タ 部 分 を 読 む こ と が で き る（２０）。 筆 者 は、

この 方式を採ること が多い。

具 体的には、 ま ずオー ディオ部分 （第１トラック） に
音声データを入れる。

そして、 データの部分 （第２ トラック） に
は
、 別
途作成したイ ンタビューに関

す る テ キ ス ト フ ァ イ ル （イ ン タ ビ ュ ー の 日 時 や 場 所、 主 要 な 証 言 な ど を メ モ し

た も の） を 書 込 む。 作 成 方 法 は、 書 込 み 用 ソ フ ト の メ ニ ュ ー で、 「エ ン ハ ン ス
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ドＣＤの作成」 を選択し、 それぞれのトラ ック に、 該当する ファイ ルを書 込む

だ け で あ る。

４ 期待しうる効用

（１）史料劣化の防止

この新技法による 第１の効用 は、 史料の劣化防止である。 カセットテープの

場合、 データを再生する 際に、 テープが機械に絡まったりして貴重なデータを

喪失する可能性がある。 また、 再生を繰返すことで、 テープが伸 びたり劣化し

た り す る 惧 れ も あ る。 さ ら に、 カ セ ッ ト テ ー プ は 徽 や 埃、 磁 気 な ど に 弱 い た め、

保管の際に注意を怠る と、 数年で再生不能となることも稀ではない。

これに対してＣＤ－Ｒ は、１００万回の再生にも耐えうると さ れてお り、 再 生

を繰返 しても、 メ ディ アが破損したりデータが劣化したりする心配がない。 ま

た Ｃ Ｄ 一一Ｒ は、 磁 気 の 影 響 を 受 け な い の で、 不 用 意 に 磁 石 の 側 に 置 い た と し て

も、 記録内容が失われる ことがない。 さ らに ＣＤ －Ｒ は、 理 論的 には 数十 年

（１００年 以 上 と す る 説 も あ る） の 保 存 寿 命 を も つ（２１）。 す な わ ち、 カ セ ッ ト テ ー プ

と比較 して、 イ ンタビュー記録のような貴重なデータを、 長期間にわたって良

好な品質で保存する のに、 より適したメ ディ アと考えられる。

（２）利用の簡便化

第２の効用 は、 史料の利用 の簡便化である。 たとえば、 ファイ ルの形式をＷ

ＡＶＥからＭＰ３に変換することによって、 およそ８８０分 （１４時間４０分） の 音

声 デ ー タ を、 わ ず か １ 枚 の Ｃ Ｄ － Ｒ メ デ ィ ア に 収 め る こ と が で き る（２２）。 こ れ は、

．
６０分用のカセットテープに換算すると１５本ぶんの容量 であり、 データ の運搬や

保存管理のことを考えると、 きわφて簡便といいうる。

ま た、 Ｃ Ｄ － Ｒ は ラ ン ダ ム ア ク セ ス の 能 力 に 秀 で て お り、 あ ら か じ め ト ラ ッ

クを分割しておけば、 「インタ ビューの冒頭から、 だいたい１ 時間１０分前 後の

ところで出てきた証言」 を探しだすのに、 １ 分も かからないで済 む。 も し、 カ

セットテープで同じこと をしようとす れば、 テー プを早送りする だけで、 かな

りの時間と手間を要する であろう。 このような、 大容量で取扱いの容易なメディ

ア を、 研 究 で 利 用 す る こ と の メ リ ッ ト は、 き わ め て 大 き い と 考 え ら れ る。
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（３）複製の簡易化

新技法の導入による第３の効用 は、 史料の複製の簡易化である。

カ セ ッ ト テ ー プ を 複 製 す る 場 合、 そ の つ ど オ リ ジ ナ ル の テ ー プ か ら、 い ち い

ち別のテープに録音しなおす 必要がある。 しかもその際に、 オリジナルを破損

する 危険があり、
ま たアナロ グ回路 （ケー ブル） を経由するため

、 音質の低下

も避 けがたい。 そのため、 一度に大量のコ
ピーを作成したり、

「孫コ ピー」 か

ら さ ら に コ ピ ー を 作 っ た り す る こ と は、 個 人 レ ベ ル で は 現 実 的 で な か っ た。

こ れらの難点から、 た
とえ ば論文の註 記 で 「○○ 氏の 筆者 への 談話 によ る

（テープは筆者が保管）」 とあったと しても、 読者は論文の筆者に対して、 気軽

にその複製を依頼するわけにもいかず、
「問題の発言は、 いか なる 文脈 でな さ

れたものなのか」 といった疑問を抱いたとしても、 それを解決する方法がなかっ

た
。

しか し新 しい技法によって、
これらの障碍 は取り 除か れる。 現在の技術では、

１枚のＣＤ－Ｒをコピーするのに必要な時間 は、
わずか十数分である。 メ ディ

ア １ 枚 の 価 格 も、 せ い ぜ い１００円 前 後 に す ぎ な い
（２３）
。 し か も、 複 製 を 繰 返 し て

も音質は劣化せず、 オリ ジナルを傷つ けるおそ れも小さい。

そのため、 た
とえば論文で 「筆 者への談話による」 と註記された部分につき、

なにか疑 問を感じたときは、 読者は論文の筆 者から、 イ ン タ ビュー を収 めた

ＣＤ－Ｒのコピーを入手し、 自分の耳でその詳細を確認することができるよう

になる。 これはすなわち、 イ ンタ
ビューそのものを、 他の研究者が検証する可

能性を拓く ものである。 つまり 「イ ンタ
ビュアーによって誘導的な質問がなさ

れていないか」 「インタ ビュアーが発言の末節を曲解 していない か」「証言者は

どのよう な口調 で発言しているか」 といったことを、 第三者が詳細に検討でき

るよう になるの である。 この 「音声史料に対する検証可能性の拡大」 が、 研究

水準の向上に資する可 能性は、 決して小さい
ものとはいえない。

ま た
、
イ ン タ ビ ュ ア ー が 証 言 者 か ら 引 出 し た 情 報 の な か に は、

イ ン タ ビ ュ ア ー

自身にとって はそ れほど価値 がないため、 論文な どで利用されないものも多い

であろう。 しかし、 そ れが他の研究者にとってはきわめて重要、 という場合も

あ りうる。 複 製の簡易化 により、 さ
ま ざまな音声史料の入手が容易になるとい
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うことは、 イ ンタ
ビュー記録に含ま れるさま ざまな情 報が、 イ ンタ

ビュアー に

よって独 占さ れることなく、 ひろく 学界
全体で共有さ れる という こと である か

ら、 その点 でも研究の 発展 に資するところ は大きい
㈱
。

５ 予想 される問 題点

この新技法には、 以上 のよう な効用 が期待 される が、 その一方で、 さま
ざま

な問題点も指摘 できる。

（１）ＣＤ－Ｒの 「寿命」

前項でも触 れたよう に、 ＣＤ－Ｒの理論上の保存 寿命はきわめて長い。 しか

し、 直射日光に長時間曝されたり、 鋭利 な刃 物で傷つ けられたりすると、 記録

さ れ た デ ー タ は 失 わ れ て し ま う。 ま た、 火 災 や 地 震 な ど の 不 慮 の 災 害 や、 紛 失 ・

盗難に遭う 可能性も考えられる。 とくにデータ形式のＣＤ－Ｒの場合、 １枚の

ディ スクに彪大なデータが収められるだけに、 損失もまた甚大なものとなる。

またこのよう な、 ＣＤ－Ｒの 「物理的寿命」 ばかりでなく、 「規格の 寿命」

も問題である。 ＣＤ （コンパク トディスク） という 規格は、 今から２０年 ほど前

に登場したものであるが、 これがさらに５０年後まで、 ひろく 使われ続ける かは

疑 問 で あ る。 そ の た め、 た と え ば 図 書 館 な ど が、 Ｃ Ｄ － Ｒ に よ る イ ン タ ビ ュ ー

記録を蒐集し、１００年以上保管 しつ づけたと しても、 そ れを聞く た めのＣ Ｄ プ

レーヤーが、 正常に動作する状態で残っていなければ、 何の意味もない。 もち

ろん、 現在ＣＤ－Ｒに記録されているデータを、 今後登場する新しい規格のメ

デ ィ ア に 変 換 す れ ば よ い の だ が、 そ の 人 的 ・ 金 銭 的 コ ス ト を、 誰 が 負 担 す る の

か と い う 問 題 は 残 さ れ る（２５）。

た だ し、 こ れ ら の 問 題 に つ い て は、 カ セ ッ ト テ ー プ を 使 い つ づ け た と こ ろ で

同 じ よ う に 生 じ る も の で あ る。 ま た、 メ デ ィ ア の 物 理 的 寿 命 の 問 題 に つ い て は、

ＣＤ－Ｒの複製が容易 である という 利点を活かし、 あ らかじめ何枚 かコ ピーを

作っておき、 別々 の場所に保管することで緩和 できる。

（２）データの改窟

ＣＤ－Ｒのデータ が、 デジタ ル方式で記 録さ れる こと によ る問 題も ある。

「データの改鼠」 がそれである。
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デジタル方式でデータが記録されると、 特定の 発言を消去 した り、 特定の文

脈でなされた発言を切り出して、 別の箇所に張り付ける、
といった作業 が容易

になる。 研究者として、 このように データを改窟することが、 言語同 断の行為

である ことはいうま でもない が、 かといってこれを完全に防止することは困難

である。 アナロ グ方式 で録音されるカセットテープであれば、 そもそもそのよ

うな細工 が困難であり、 見破ることも比較的容易 であっ たが、 デジタル方式で

はそうもいかなくなる。 これもまた、 新技法の導入 に伴う 問題点といえる。

（３）複製の簡易化に伴う問題

ＣＤ－Ｒの導入による最大の効用は 「複製の簡易化」 であった。 しかしなが

ら、 実際にこの技法が普及 したと しても、 前項で述べたような 「音声 史料の 複

製と相互提供・共有」 が、 た だちに一般的になるとは思われない。 そこ には少

くと も３つの 「障碍」 が存在する。

①法律上の制限

最初の 「障碍」 は、 法律的なものである。 はたして、 イ ンタ
ビューを記録 し

たＣＤ－Ｒを、 イ ンタ
ビュアーの一存で複製し、 他の研 究者の求めに応 じて提

供することは、 法律上許される行為 なのか。

この疑問を、 著作権法な どに結びつ ける かたち で言い直すと、 つ ぎのよう に

なる。「この種のイ ンタ ビュー記録にも、 著作権は生 じるのか」 「生 じる とすれ

ば
、 その権利は証言者のみに帰属 し、 イ ンタ ビュアーと して記録の作成 に関与

した研究者には、 何の権利も与えられないのか」「逆に著作 権 が生 じな いと す

れば
、
イ ンタ ビュァーはこれを自由に複製し、 配布することができるのか」 等々。

これらの問題は、 これま でイ ンタ
ビューを記録 したカセッ トテー プが、 そう

簡単には複製できなかったこともあり、 ほ
とん ど議論さ れること がなかっ た。

し か し、 Ｃ Ｄ － Ｒ の 最 大 の 利 点 が、 デ ー タ を 劣 化 さ せ る こ と な く、 容 易 に 複 製

を作 れる 点にある 以上、 どう してもこのような問題に直面せ ざるを得なくなる。

そ し て、 さ
ら に 踏 み 込 む な ら ば、 次 の よ う な 疑 問 も

生 じ る。 他 の 研 究 者 に、

複製したＣＤ－Ｒを提供した場合、 さらにそこからコ ピー （孫コ ピー） を作ら

れる可能性がある。 これを防ぐ目的で、 データを提供する際に孫コ ピーの作成

を 禁 止 す る こ と は、 法 律 的 に は 可 能 な の か
㈲
。 そ れ と も イ ン タ ビ ュ ア ー に は、
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孫コ ピーの作成を禁ずる権利な どなく、 そのような制 限を課すること自体が、

他者の権利を侵害する行為なのか。

筆者はいまのところ、 これらの疑問点について明確な結 論を得ていない
⑳
。

し た が っ て、 こ こ で は 問 題 を 提 起 す る に と ど め る が、 そ の 解 答 し
だ い で、

「デ ー

タの相互提供と共有」 という構想にも大きな影響 が生 じる だろう。

②証言者との信頼関係

第２の 「障碍」 は、 証言者と取材者との信頼関係 である。

かりに、 上記の法律上の問題について、「イ ンタビュー を録音 したもの に関

し て、 証 言 者 に は 法 的 な 権 利 は 認 め ら れ な い。 よ っ て イ ン タ ビュ ア ー の 一 存 で、

自由 に複製 し、 第三者に譲渡できる」 となったと しよう。 しかしその場合でも、

実 際の譲渡は困難と思わ れる。

な ぜな ら、 イ ンタ
ビューで重要な 証言を引き 出す ためには、 取材者と 証言者

の信頼関係 が不可欠である。 とく に証言者に、 不名誉な事実も含めて正直に喋っ

ても らおうとするときは、 イ ンタ ビュアー に対する 輩固な信頼が欠かせない。

そのためイ ンタ ビュァーと して は、 法律的 にはどうあろう とも、 証言者に無断

で記録を複製 し、
第三者 に提供することな どできない。

しかし、 データを保管する研究者たち が、 証言者に対する信義を理由に、 デー

タの外部への提供を全面的に拒 むと した ら、 新技 法によっ てデータの複製が容

易になったと しても、 その研究上の効用 は事 実上う しなわれて しまう。 これを

防ぐためには、 取材者と証言者の信頼関係を確保 しつつ、 なお かつ データ の外

部への提供を可能にするような、 何 らかの措 置を講 じる 必要がある だろう。

この点に関しても、 今後本格 的に検討 してゆ かね ばな らない が、 ここ では憎

つ だ け 提 案 し て お き た い。 そ れ は、 イ ン タ ビ ュ ー の 際 に、 証 言 者 に た い し て デ ー

タの取扱いについてきち んと説明 し、 複製や譲渡の条件 について 文書 で契約 し

ておくことである。 そのような契約を結 び、 双方の権利 を明確 にしてお けば、

その範囲内で データの複製と提供を行ったと しても、 無用の トラ ブルは生 じな

いであろう し、 取材者と証言者の信頼関係も守ら れるであろう。 た だ、 このよ

うな 手続きについての ガイ ドライ ンや、 契約書の雛型については、 こ れまでほ

と んど検討されてこなかった。 この点についても、 今後の研究 が必要である。

一１５一



③研究者の心理

第３の 「障碍」 は、 デ
ータ を保管する研究者自身の心理である。 そもそも、

この種の音声 史料の複製や共有 が、 これまで一般的でなかったのは、 史料の複

製の技術的な難 しさや、
法律上の制約よりも、 研究者の心理的抵抗感によると

こ ろ が 大 き か っ た。

特定の人物からインタ ビューをとる場合、 何度もその人物のもとに足を運び、

徐々に信頼関係を築きあげたのちに、 よう やく その 口を開いても らう、 という

場合が少くない。 したがって、 そのイ ンタ ビュー記録 は、 苦労 して得た研 究上

の貴重なリソースであり、 ほかの研究者に提供することな ど論外、
と考える者

は多いだろう。 また、 イ ンタ
ビューで得 られた証言のうち、

幾つかの重要な 論

点 に つ い て は、 将 来、 著 書
と し て ま と め る 際 に 公 表 す る こ と を 計 画 し て お り、

当 分の間、 他の研 究者には知 られたくない、
という場合もあるだろう。

筆者も、 そ のよう な理由で記録の公開を拒む研究者の心 理は理解できる。 し

かし、 学問 全体の 発展 を考えるなら ば、 貴重な音声史料を、 ひとりの研究者が

私的 に独 占しつ づけるというのは、 決 して好ま しい状態とはいえない。 たとえ

ば、 イ ンタ ビュー記録を持ちながら、 それを他の研究者には一切 公開せず、 論

文の註記で 「○○氏の筆者に対する談話による」 と記して主張の論拠とされて

も、 他の研究者には検証の手段がない （とく に証言者が故人の場 合） 以上、 建

設的な議論は不可能になってしまう。

そこで、 この両者の立場を調整し、 取材者の利 益や プライオリ ティ を護りな

がらも、 この種の音声史料を学界の共有財 産とし、 研 究水準の 向上 に役 立てる

よう な しくみを、 今後考案してゆく 必要がある だろう。

繰返しになる が、 ＣＤ－Ｒの導入による最 大の効用 は
「史料の複製の簡易化」

に あ る。 し か し、 そ の 真 価 が 発 揮 さ れ る た め に は、 以 上 の ３ つ の 「障 碍」 を、

適切 に処理してゆかねばならない。

６ 今後の展望

本節で紹介した新技法に関して、 今後どのような作業 が必要 であろう か。 前

項 で指摘 した問題点の解 決のほか、 さらに２点 ほど挙げておき たい。
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第１に、 ＣＤ－Ｒ
を作成する手順のマニュアル化が必要である。 現在はまだ、

個々の研究者が個別に技法を研究 している段階である。 これを集約し、 標 準的

な手法を確立することは、 総ての研究者にとって有益なものと思われる。 もち

ろ んその際に、 前項で指摘 した幾つかの課題に対して、
一定の解答と方針が示

さ れることが望ま しい。 とくに法律上の問題については、 取
材者や証言者の権

利と義務に直接かかわる問題であるから、 トラブルが生 じる前に、 早急に調査

する必要がある。

第２に提案 したいのは、 この種の音声史料を体系的に蒐集し、 公開する制度

の確立である。 個々の研究者が、 インタ
ビューの記録を個別に保管している現

状では、 その史料を利用 したい
と思っても、 実質的に不可能な場合が少くない。

しか し、 た
とえば国立国会図書館な どが、 これらの史料を体系的に蒐集するよ

うになれ ば、 この問題はかなりの程度まで緩和される。 とくにＣＤ－Ｒの場合、

複製の作成は容易である し、 １枚の媒体に彪大な記録を収めることもできるか

ら、 収蔵に必要なスペースやコストも小さくて済むと考えられる。

た だし、 蒐集 した史料の公開については、
より厳格な方針で臨まなければな

らない。 閲覧の基準については、 取材者が証言者と交 した契約 によ って、 「自

由に閲覧可」 という ものから、 「証言者また は遺族の 許可を 受けた 者 に限り 閲

覧可」 「証言者の死後５０年間は閲 覧不可」 というものま で、 個 々の 史料 ごと に

異 る で あ ろ う。 し た が っ て、 史 料 に 契 約 書 の コ ピ ー を 添 付 す る こ と に よ っ て、

閲覧の条件を明確にし、 証言者の意思を厳守するよう 努めるべきである。 また、

インタ ビュァーのプライ オリティ も十分に尊重し、 寄託を受ける際に 「寄託者

（イ ンタ ビュァー） が内容 を著書と してまとめるまで、 第三者には公開 しない」

といった、 特別な条件を認めることも必要と思われる
㈱
。

註記

（１） 総 務 省 行 政 管 理 局 「法 令 デ ー タ 提 供 シ ス テ ム （ｈｔｔｐ：／／ｌａｗ．ｅ－ｇｏｖ．ｇｏ．ｌｐ
／ｃｇｉ－ｂｉｎ

／ｉｄｘｓｅａｒｃｈ．ｃｇｉ）」 お よ び国 立 国 会 図 書 館 「国 会 会 議 録 検 索 シ ス テ ム （ｈｔｔｐ：／／

ｋｏｋｋａｉ．ｎｄｌ．ｇｏ．ｌｐ／）」。 な お、
本 稿 で 紹 介 す る ウ ェ ブ ・ ペ ー ジ の Ｕ Ｒ Ｌ は

、
原 則

と して２００１年 末 現 在 の も の で あ る。

（２） 総 務 省 「統 計 局 ・ 統 計 セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー ジ （ｈｔｔｐ：／／ｗ ｗ ｗ．ｓｔａｔ．ｇｏ．ｊｐ
／）」。
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（３） 国 立 国 会 図 書 館 「貴 重 書 検 索 （ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ３．ｎｄ１．ｇｏ．ｊｐ／）」 お よ び 京 都 大 学

附 属 図 書 館 「貴 重 資 料 画 像 （ｈｔｔｐ：／／ｄｄｂ．ｌｉｂｎｅｔ．ｋｕｌｉｂ．ｋｙｏｔｏ－ｕ．ａｃ．ｊｐ ／ｅｘｈｉｂｉｔ

／）」。 ま た、
ア ジ ア 歴 史 資 料 セ ン タ ー （ｈｔｔｐ：／／ｗ ｗ ｗ．ｊａｃａｒ．ｇｏ．ｌｐ

／） で は
、 国

立 公 文書 館 と 外 務 省 外 交 史料 館、 防 衛 庁 防 衛 研 究 所 図 書 館 が 保 管 す る、 近 現 代 の

日 本 と ア ジ ア近 隣 諸国 の 関 係 に か ん す る 資 史 料 の 目 録 と 画 像 を 公 開 し て い る。

（４） 米 田 につ い て は 伊 藤 信 哉 「国 際 問 題 評 論 家 の 先 駆 ・ 米 田 實 一 そ の 経 歴 ・ 人 物 ・ 言

説 一」 『政治 経 済 史学』 第３９３号、 １９９９年 を 参 照。

（５） 歴 史 研 究 や 政策 研 究 に お け る イ ン タ ビュ ー の 意 義 と 問 題 点 に つ い て は、 以 下 の 文

献 と ウ ェ ブ・ ペ ー ジを 参 照。 政 策 研 究 院 政 策 情 報 プ ロ ジ ェ ク ト 『政 策 と オ ー ラ ル

ヒ ス トリ ー』 中 央 公 論 社、 １９９８年。 伊 藤 隆 「オ ー ラ ル の 実 態 と 今 後 の 方 法 論 に つ

い て 一 人 選 か ら 公 開 ・ 著 作 権 の 問 題 ま で一 」 （Ｃ Ｏ Ｅ オ ー ラ ル ヒ ス ト リ ー 政 策

研 究 プロ ジ ェ ク ト が２０００年１１月 に 開 い た 研 究 集 会 に お け る 報 告。 要 旨 は ｈｔｔｐ：／／

ｗ ｗ ｗ．ｃｏｅ。ｏｒａｌｈ
ｉｓｔｏｒｙ．ｇｒｉｐｓ．ａｃ．ｊｐ

／Ｊａｐａｎｅｓｅ／ＰＯＰＥ＿
０４／０４
＿
０２
＿
０１
．
ｈｔｍｌに 掲

載）。 と く に 後 者 の 報 告 で は、 本 稿 に お い て も 言 及 さ れ る 「音 声 史 料 の 著 作 権 性」

に 関 す る 問 題 や、 「記 録 デ ー タ の 保 存 と 公 開」 に か か わ る 問 題 に も 触 れ ら れ て い

る
。

（６） こ の よ う な 場 合 の 註 記 の 書 式 に つ い て、 す で に 何 種 類 か の 方 式 が 提 案 さ れ て い る

（斉 藤 孝 『学 術 論 文 の 技 法』 第 ２ 版、 日 本 エ ディ タ ー ス ク ー ル 出 版 部、 １９９８年、

１１４－１１５頁。 櫻 井 雅 夫 『レポ ー ト ・ 論 文 の 書 き 方 上 級』 慶 庶 義 塾 大 学 出 版 会、

１９９８年、 ７７頁）。 た だ し、 い ま の と こ ろ 一 般 的 な ル ー ル は 確 立 さ れ て い な い よ う

で あ る。

（７） パ ソ コ ン は、 現 在 市 販 さ れ て い る も の で あ れ ば、 も っ・
と も 安 価 な 製 品 で 十 分 で あ

る。 ま た、 Ｍ Ｄ プ レー ヤ ー と
パ ソ コ ン を 接 続 す る た め の ケー・ブ ル （光 ケ ー ブ ル ま

た は オ ー ディ オ ケ ー ブル）、
パ ソ コ ン で 音 声 フ ァイ ル を 処 理 す る た め の ソ フ トウ ェ

ア な ども 必 要 と な る。

（８） Ｍ Ｄ メ ディ ア は 現 在、 ７４分 用 と８０分 用 の ２ 種 類 が 市 販 さ れ て い る。 ま た、 最 近 の

Ｍ Ｄ プ レー ヤ ー に は 「Ｍ Ｄ Ｌ Ｐ」 と い う 機 能 が 搭 載 さ れ た も の も あ る。 こ の 機 能

を 活 用 す れ ば、 １ 本 の メ ディ ア に、 従 来 の ２ な い し ４ 倍 の 長 さ の
録 音 を す る こ と

がで き る （８０分 用 の メ ディ ア に ５ 時 間２０分 ぶ ん の 録 音 が 可 能）。

（９） デー タ を デ ジタ ル 方 式 で 転 送 す る 場 合 は 光 ケ ー ブ ル を、 ア ナ ロ グ方 式 で 転 送 す る

場 合 はオ ー ディ オ ケ ー ブ ルを 使 用 す る （ア ナ ロ グの 場 合、 わ ず か に 音 質 が 低 下 す

る）。

（１０） 本 項 は、 よ り 実 用 的 な情 報の 提 供 を 目 的 と して い る。 そ の た め、 具 体 的 な
商 品 名

や、
コ ン ピ ュ ー・タ 用 語 が 頻 出 す る が、 御 寛 恕 い

た だ き た い
。
ま た
、
使 用 す る 機 器

や ソ フ トウ ェ アの 中 に は、 原稿 執 筆の 時 点 で、
す で に生 産 中止 と な っ て い る も の
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も あ り、 ま た 技 術 的 な 説 明 に つ い て
も、 急 速 に 進 歩 す る コ ン ピ ュ ー タ の 世 界 では、

数 か月 も し な い う ち に 旧 び て し ま う 可 能 性 が 高 い が、 あ わ せ て 諒 と さ れ た い。

（１１） 筆 者 の 場 合、 ア プ リ ッ ク ス 社 の Ｗ ｉ ｎ Ｃ Ｄ Ｒ
と い う ソ フ ト を 使 用 し て デ ー タ を 受

信 した。

（１２） 筆 者 は フ リ ー ソ フ ト （イ ン タ ー ネ ッ トな どで 無 償 で 配 布 さ れて い る ソ フ トウ ェ ア）

の Ｗ ａ ｖ ｅ Ｚ を 利 用 し た。 こ の ソ フ ト に つ
い て は、 Ｏｓａｍ ｕ

Ｋｕｒａｉ氏 の ウ ェ ブ ・

ペ ー ジ （ｈｔｔｐ：／／ｗ ｗ ｗ．ｇｅｏｃｉｔｉｅｓ．ｃｏ．ｌｐ
／ＳｉｌｉｃｏｎＶａｌｌｅｙ／６１４４／ｗａｖｅｚ．

ｈｔｍ１） を

参照。 こ の ソ フ ト を、 筆 者 の パ ソ コ ン で使 用 した と こ ろ、 わず か 数 分 の 作 業 で Ｍ

Ｄ １ 本 分 の デー タ を、 １５の トラ ック に 分 割 で き た。

（１３） 筆 者 が 使用 し たの は、 註１１で も 触 れ た Ｗ ｉ ｎ Ｃ Ｄ Ｒ であ る。

（１４） 正 確 に は、 筆 者 の 使用 し たＣ Ｄ － Ｒ ライ タ ー は、 パ ソ コ ン に内 蔵 さ れ る タ イ プ の

製 品 な の で、 ケ ー ブ ル で 外 部 接 続 さ れ て い る わ け で は な い が、 こ こ で は 説 明 を 判

り や す く す る た め、 こ の よう に 表 記 す る。

（１５） パ ソ コ ン 以 外 の 機 器 で 再 生 す る 方 法 も あ る が、 い ず れ に し て も 普 通 の 音 楽 用 Ｃ Ｄ

プレ ー ヤ ー で 聞 く の は 困 難 で あ る。

（１６） Ｗ Ａ Ｖ Ｅ 形 式 の フ ァ イ ル を、 Ｍ Ｐ ３ 形 式 や Ｗ Ｍ Ａ 形 式 に 変 換 す る
と、 フ ァ イ ル の

大 き さ が１０分 の １ 以 下 に な る の で、 そ の ぶ ん 録 音 時 間 を 長 く で き る。 した が っ て、

複 数 の Ｍ Ｄ メ ディ ア に 録 音 さ れ て い る デ ー タ や、 Ｍ Ｄ Ｌ Ｐ 方 式 で 録 音 さ れ た デ ー

タ を、 １ 枚 の Ｃ Ｄ に ま と め る こ と も で き る。 た だ し、 フ ァ イ ル 変 換 に よ っ て 音 質

が劣 化 す る （イ ンタ ビュ ー の 音 声 程 度 で あ れ ば、 ほ と ん ど気 づ か な い レ ベ ル で あ

る が） と い う 欠 点 も あ る の で注 意 した い。

（１７） メ ディ ア は、 原 則 と し てＭ Ｄ と 同 容量 の も の を 選べ ばよ い。 Ｍ Ｄ と 同 じ く Ｃ Ｄ －

Ｒ のメ ディ アも、 ７４分用 （６５０Ｍ Ｂ） と８０分用 （７００Ｍ Ｂ） の ２ 種 類 が 一 般 的 で あ

る
。

（１８） 具 体 的 に は、 デー タ の 書 込 み 方 法 と し て ディ ス ク ・ ア ッ ト・ ワ ンス 方 式 を 選 択 し、

プ リ ギ ャ ッ プ と ポ ス ト ギ ャ ッ プ （ト ラ ック の 前 後 に挿 入 さ れる 無 音 時 間） の 設 定

を ０ 秒 と す る。

（１９） 註１６を 参 照。 な お Ｗ Ａ Ｖ Ｅ 形 式 の フ ァイ ル を Ｍ Ｐ ３ 形 式 や Ｗ Ｍ Ａ 形 式 に 変 換 す る

た め に は
、
専 用 の ソ フ ト （エ ン コ ー ダ） が 必 要 で あ る

。
エ ン コ ー ダ に 関 し て は

、

さ ま ざま な 製 品 が 市 販 さ れ て お り、 ま た Ｃ Ｄ － Ｒ 書 込 み 用 の ソ フ ト ウ ェ ア に 付 属

す る 場 合 も あ る。

（２０） た だ しパ ソ コ ン の 側 に、 エ ン ハ ン ス ドＣ Ｄ に 対 応 し た デ バ イ ス ドラ イ バ が 必 要 で

あ る
。

（２１） た だ し、 実 際 の 寿 命 に つ い て は、 メ ディ ア の 品 質 や 保 存 状 況 な どに 大 き く 左 右 さ

れる の で、 一 概 に は い え な い。 ま た 何 よ り、 こ の メ デ ィ ア が 登 場 し て か ら 日 が 浅
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い の で、 実 際 に ど の程 度 ま で 保 存 可 能 で あ る か は、 不 明 な 点 も 多 い （日 本 写 真 学

会 画 像 保存 研 究 会 『写 真 の 保 存 ・ 展 示 ・ 修 復』 武 蔵 野 ク リ エ イ ト、 １９９６年、６９頁）。

（２２） フ ァイ ル変 換 の 際 に ビッ ト レー ト を１２８Ｋｂｐｓと し、 ７００Ｍ Ｂ 用 の メ デ ィ ア に 書 込

ん だ場 合。 ビッ ト レー ト を６４Ｋｂｐｓに 設 定 す れ ば、 音 質 が や や 低 下 す る も の の、

１ 枚 の Ｃ Ｄ － Ｒ に３０時 間 近 く の デ ー タ を 詰 め 込 む こ と も で き る。

（２３） ２００１年 末 現 在 の 実 売 価 格。

（２４） こ れ ま で に も、 重 要 なイ ン タ ビュ ー が 「談話 記 録」 と して 活 字 化 さ れ、 公 刊 さ れ

る こ と は あ っ た。
し か し、 そ の よ う な イ ン タ

ビ ュ ー・は、
個 々 の 研 究 者 が 日 々 行 っ

て い る も の のう ち、 ま さ に氷 山 の 一 角 に す ぎな い。 ま た 活 字 で は、 証 言 者 の 口 調

や、 感 情 の 起 伏ま で 再 現す る こ と は で き ず、 どの よ う な 気 持 ち で そ の 発 言 を し た

の か、 判 断 し にく い 場 合 も稀 で はな い。

（２５） た と え ば１９９０年 代 後 半 以 降、 Ｃ Ｄ の 数 倍 か ら 十 数 倍 の 容 量 を も つ、 記 録 型 Ｄ Ｖ Ｄ

（デ ジ タ ル 多 目 的 ディ ス ク） の 規 格 が制 定 さ れ、 徐 々 に 普 及 しつ つ あ る。 し か し、

Ｄ Ｖ Ｄ もま た、 お そ らく 数年 の う ち に 登 場 す る、 別 の 高 速 ・ 大 容 量 の 規 格 に 取 っ

て代 ら れる で あろ う。 し た がっ て、 か り に 今、 Ｃ Ｄ － Ｒ か ら Ｄ Ｖ Ｄ に デ ー タ を コ

ピー し た と し て も、 いつ か はＤ Ｖ Ｄ か ら、 さ ら に 新 しい 規 格 の メ デ ィ ア に デ ー タ

を移 さ ね ば な ら な い （た だ し、 デー タ そ の も の は デジ タ ル で 記 録 さ れ て い る の で、

メ ディ ア 変 換 を 繰 返 して も、 音 質 が劣 化 す る 心 配 は な い）。

ち な み に、 メ ディ ア 変 換 の コ ス トに 関 連 して 指 摘 す る と、 書 籍 な どの 紙 媒 体 は、

デー タ の 読 み 出 し に特 別 な 機 器 を 必 要 と しな い と い う 点 で、 Ｃ Ｄ や カ セ ッ ト テ ー

プよ り も 遥 か に優 れて い る。 つ ま り、 書 籍 そ の も の が 破 壊 さ れ な い か ぎ り、 何 百

年 経 っ て も、 記 録 さ れた デー タ を 読 み 出 す こ と が 可 能 な の で あ る。

（２６） な お 技 術 的 に い う な ら ば、 コ
ピ ー の 作 成 を 完 全 に 防 止 す る こ と は 不 可 能 で あ る。

ま た、 将 来 行 わ れ る と 予 想 さ れ る 「Ｃ Ｄ － Ｒ か ら 新 規 格 のメ ディ ア へ の コ ン バ ー

ト」 の こ と ま で 考 え る な ら ば、 か り に コ ピ ー を 完 全 に 防 止 する こ と が で き た と し

て も、 新 規 格 の メ デ ィ ア へ の デ ー タ の 移 行 ま で も が不 可 能 と な っ て し ま う た め、

そ の よ う な 措 置 を 講 じる こ と は 好 ま しく な い。

（２７） イ ン タ ビ ュ ー 記 録 の 著 作 権 性 に つ い て は、 筆 者 が 「著 作 権 情 報 セ ン タ ー （ｈｔｔｐ：／／

ｗ ｗ ｗ．ｃｒ
ｉｃ．ｏｒ．ｊｐ

／ｉｎｄｅｘ．
ｈｔｍ１）」 に 問 合 せ た と こ ろ、

「そ こ に 思 想 又 は 感 情 が 創

作 的 に 表 現 さ れ て いる か 否 か な ど、 事例 に よ っ て 異 る」 と の 回 答 を 得 た。

（２８） そ う し な い か ぎ り、 結 局 は 研 究 者 の 多く が 史 料 を 死 蔵 し て し ま う た め、 寄 託 制 度

そ の も の が 形 骸 化 し て し まう だ ろう。

（い とう し ん や ・ 神 田 外 語 大 学 非 常 勤 講 師）

〔連 絡 先 ：ｓ－ｉｔｏ ＠ｃｏｏｌ．ｎｅ．ｊｐ
〕
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